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（1891〜2025年）

 世界の年平均気温
100年当たり0.79℃の割合で上昇

 日本の年平均気温
100年当たり1.44℃の割合で上昇

 北海道地方の年平均気温
100年当たり1.85℃の割合で上昇

(網走、根室、寿都の平均では1.36℃)

世界平均
（1898〜2025年）

日本平均 網走、根室、寿都、山形、石巻、伏木、
飯田、銚子、境、浜田、彦根、宮崎、
多度津、名瀬、石垣島の15地点

平均気温の年ごと偏差

５年移動平均

長期的な変化傾向

2010年まで:NOAAが整備したデータによる
           約300～4800地点
2011年から:月気候気象通報による

約2300～2600地点

北海道地方平均 網走、根室、寿都、旭川、札幌、
帯広、函館の７地点

（1898〜2025年）

年平均気温は、年々または長周期の、様々な変動を 繰り返しながら長期的に上昇観測結果
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北海道の雨の降り方の変化
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短時間強雨（1時間降水量30㎜以上の発生回数）には増加傾向が見られる

北海道では1時間降水量30㎜以上の短時間強雨は、
有意に増加している（1時間降水量50㎜以上や日降水量
100㎜以上の年間発生回数(日数) に有意な変化傾向は見

られない）。日本全体では、いずれの要素も有意に増加。

1979年～2025年

最初の10年間(1979～1988年）

の平均年間発生回数（0.19回） 約1.6倍に増加
最近の10年間（2016～2025年）

の平均年間発生回数（0.31回）

北海道地方のアメダス地点における
１時間降水量30㎜以上の年間発生回数

観測結果
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北海道で発生した線状降水帯（令和7年９月２０～２１日の事例）

4



気象庁

札幌管区気象台
Sapporo Regional Headquarters
Japan Meteorological Agency

地球温暖化の将来予測（シナリオ)

「パリ協定」の2℃目標
UNFCCC（国連気候変動枠組条約）
のCOP21（第21回締約国会議）にて

「工業化以前と比べた世界全

体の平均気温の上昇を、2℃

より十分低く保つとともに、

1.5℃までに抑える努力を追

求する」

という世界共通の長期目標を
2015年採択、2016年発効

2℃上昇シナリオ（RCP2.6≒図のSSP1-2.6） パリ協定の2℃目標が達成された世界

4℃上昇シナリオ（RCP8.5≒図のSSP5-8.5） 追加的な緩和策を取らなかった世界

世界平均気温の変化予測 IPCC AR6の図を気象庁が引用・加筆

※ここでの工業化以前は 1850～1900年

IPC第6次評価報告書では、21世紀中及びそれ以降の気候変動を探求するために、
中核となる5つの例示的シナリオセットを用いている。 5
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気温の変化（将来予測）
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平均気温 北海道地方では約１.５℃上昇 北海道地方では約５.０℃上昇

真夏日日数 約 ３日増加 約２１日増加
(20世紀末には４日）

真冬日日数 約２０日減少 約５３日減少
(20世紀末には６９日）

予測される日数については、振興局別のリーフレットで提供

【２℃上昇シナリオ(RCP2.6)】 【４℃上昇シナリオ(RCP8.5)】

 年平均気温は、20世紀末に比べて21世紀末には、
4℃上昇シナリオで約5.0℃、2℃上昇シナリオで約1.5℃上昇すると予測される。

細い縦線は年々の変動幅を示す。

青が2℃上昇シナリオ、赤が4℃上昇シナリオ。

棒グラフが無いところの細い縦線は、20世紀末
の年々変動の幅を示している。

20世紀末と比べた21世紀の年及び各季
節の平均気温の変化

※ 工業化以前(1850-1900年)、20世紀末(1980-1999年)、21世紀末(2076-2095年)

将来予測
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北海道地方の1時間降水量30mm以上の短時間強雨の平均年間発生回数は、20世紀末に比べて
21世紀末には、4℃上昇シナリオで約4.6倍、2℃上昇シナリオで約1.8倍になると予測される。

無降水日数の将来予測は不確実性が大きい。全国的には、増加すると予測される。

雨の降り方の変化（将来予測）
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将来予測

１時間降水量30㎜以上の
年間発生回数の変化 無降水日数の変化

100年に一回の極端な大雨の発生頻度と
強度の変化(工業化以前から気温が4℃上昇した時の予測)

北海道では、温暖化が進んだ将来においても100年当たり
一回の大雨の降水量は他の地域に比べ少ないが、発生する
頻度や強度は、ほかの地域に比べ大きく増大する予測。

これまで経験したことの無かったような大雨
の可能性が高まることになる

２0世紀末（灰色）
21世紀末（青：2℃上昇シナリオ)

(赤：4℃上昇シナリオ）
細い縦線は、年々の変動幅を示す

２0世紀末が基準（０日）
21世紀末（青：2℃上昇シナリオ)

(赤：4℃上昇シナリオ）
細い縦線は、年々の変動幅を示す
☓は予測の信頼性が低いことを示す
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気候（自然界）への影響
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• 顕著な気象現象を止めることは難しい。
• 気象庁・気象台等では、（以下のような）防災気象情報
を発表しています。

• 適応策の1つとして、防災気象情報をご利用ください。

• このような情報を事前に知って、対応していくことは大
切です。

季節予報

紫外線情報

熱中症警戒アラート

早期天候情報

２週間気温予報

気象警報・注意報

キキクル（危険度分布）

気象情報

台風情報

レベル４土砂災害危険警報など

レベル４氾濫危険警報など

週間天気予報

天気予報

早期注意情報（警報級の可能性）

IPCC AR6 WG2において、早期警戒システムの適応策としての位置づけが明確化

等

大雨等のリスク増大に適応するための防災気象情報の利用について
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新しい防災気象情報

河川氾濫
１級河川などの
大河川の氾濫

大雨
低地の浸水や

大河川以外の氾濫

土砂災害
急傾斜地のがけ崩れや

土石流

高潮
海水面の上昇や

波の打上げによる浸水

（警戒レベルごとの）
住民が

とるべき行動
警戒レベル
５相当

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
高潮特別警報 命の危険 直ちに安全確保！

＜警戒レベル４までに危険な場所から かならず避難！＞

警戒レベル
４相当

レベル４
氾濫危険警報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
高潮危険警報 危険な場所から全員避難

警戒レベル
３相当

レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

避難に時間を要する人は早めに避
難、避難の準備など

警戒レベル
２

レベル２
氾濫注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
高潮注意報

避難行動を確認（避難場所や避
難ルート、避難のタイミングなど）

警戒レベル
１ 早期注意情報 災害への心構えを高める

新しい防災気象情報の情報体系とその名称

 防災気象情報（河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮）を５段階の警戒レベルにあわせて発表します。
 対象災害ごとの情報として整理するとともに、レベル４相当の情報として危険警報を新設します。
 情報名称そのものにレベルの数字を付けて発表します。（例：レベル４大雨危険警報 等）
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【観測事実】
• 気候変動（地球温暖化）は既に顕在化している。

【将来予測】
• 温室効果ガスの排出量（緩和策）次第で将来の気候は変わ
る。

• 緩和策を講じた場合でも気候変動はすぐには止まらない。

【気候変動に伴う大雨等のリスク増大とその適応】
• 既に顕在化している、そしてすぐには止まらない、気候変
動への備え（適応策）が必要。

• 適応策の1つとして、防災気象情報をご利用ください。

まとめ
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「日本の気候変動2025」

日本における気候変動対策の効果的な推進に資することを目的として、
文部科学省と気象庁が、日本の気候変動について観測結果と将来予測
をとりまとめた報告書です。

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html

国や地方公共団体、事業者等に
おける気候変動対策の立案・決
定や、普及啓発活動にご利用い
ただくとともに、幅広い世代の
皆様が気候変動について考える
きっかけとしていただけると幸
いです。

【参考】
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「日本の気候変動２０２５を用いた
                       気候変動解説の手引き」

評価報告書「日本の気候変動２０２５」を
気象庁と文部科学省が公表(２０２５年３月)

「日本の気候変動2025」の主な目的
◎ 自治体や事業者等が、気候変動対策に関して立案・決定
や普及・啓発活動に利用

◎ 幅広い世代が気候変動を考えるきっかけ

「日本の気候変動２０２５を用いた
気候変動解説の手引き」を気象庁
が公表 (２０２６年３月)

自治体や企業等が、気候変動対策を進めるにあたり、わかりやすく
解説・説明できるよう、また、気候変動について更に深く理解したい
人のための手引きとして公表

「日本の気候変動2025」本編に

説明時の留意点

適切な言い換え表現

説明に適した例え

問い合わせが多い事項に追加説明

生活等への影響、適応策事例
（環境省：気候変動影響評価報告書から引用）

などを付加する形で作成
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